
量し，その滅f止を% で表わしこれを第 1 次湿分A とする。っき.

にこれを約 l kg 乾燥皿に入れ恒孤純lパそう)中で約 6 時間乾燥

し，恒I毘糟中に 1 昼夜放位した後秤l注し ， その滅fJ:を%で表わ

し，これを鈎 2 次湿分B とする。全浪分は次式て~:p:1i'.する。

(100-A) X B 
湿分%=A+一一一一一一一一

100 

発熱fE:はカ ロリーで表わし， 試料は 60 メ ツ./ュ A・るいを通過

し，約 60 %湿度に平衡した試料を粉末のまま で試験する。

工業分析では図有水分，灰分， j!JI発分，固定炭素分，コーク

ス分， 1流賞分の測定を行う。分析HJ試料は常ì1ãにおいて約 60%

湿度の空気中で， その湿度と平衡する 60 メツ ゾュ以下のもの

である。

水分は試料を 105-110 .C に 111寺I別加熱したときの減量を %

で表わす。

水分 / τ尊で主't<n" % =ー富司って守宅?百十 X100 
ハ 試料の置lïf

灰分は前;料を 750 . C(土 25.C) で完全に灰化した残君主(ざんさ)

を%て'表わす。

¥ 灰の震盈
灰分% =一一一一一ー一一 X l00

試料のill:量

揮発分は試料を白金土甘柿(るつぼj の中で 950.C (土 20.C) で

7 分間加熱したときの減量を%で表わしたものから，水分を引

いたもので%で表わす。

減量
長JI発分 % =一一一一一一 X l00 水分 %

試料の重量

固定以紫分およびコーク ス分はつぎの式で表わす。

困E草炭素分% =100-(水分%+簿発分 %+灰分%)

コークス分% =100-(水分%十係発分%)

硫黄(いおう)分は全硫黄分と灰分中に残存する灰分硫黄とに

分ち，化学分析によって求め%で表わす。(井田緑朗)

けんちくきそく 建築規則 明治初年における鉄道建設のた

めに定められた規貝1](明治 6 ・ 9 ・ 2) である。 7 条からなっていて

工事遂行上の設計・予算 ・ 資材 ・ 勤務 ・ 人事 ・ 服務等の事項を

定めたもので，現在の諸規程にくらべると，その内容は突に簡

単なものである。(小川泰平)

けんちくく 建築区 国鉄の鉄道管理局の現業僚関。そのおも

な担当業務は， 建物およびその付帯設備の保守および施工なら

びに建物用地のうちの飛地の管理でらる。担当建物密度(1 km

当り保守而自主)は ， 全国平均 436m'/km である。

建築区は主要幹線の建物密集区域を中心として， 1 局に 1-8

(大半は l 局 l 区)設置されており，総数は 52 である。なお建

築区に建築分区を置いているが， 分区で担当しない区域は営繕

士が担当している。

建築区には建築区長が置かれ，鉄道管理局長の指揮iを受けて

助役・事務t!t . 用品機・技術掛 ・ 建築分区長・営繕士 ・ 建築工

手長 ・建築工手 ・ 自動車運転士 ・ 用品手 ・ 雑務手を指名u監督し ，

建築区に属するいっさいの業務を処理している。これらの職員

を建築区従事員といい，約 4 ，200 人いる。(宮坂正直)

けんちくげんかい 建築限界 (英)construction gauge 鉄道

線路を造る場合，その横断面上の空間に一定の範囲を設け，停

車場本屋 ・ 上家・倉庫 ・ 係員住宅 ・ 便所等の建築物や乗降鴻，

信号繊 ・ 電線路 ・ 橋梁(きょうりょ う) ・ 磁道(ずいどう) ・ 雪夜，

石逼，禍垣等の建造物および天然岩石， 樹木等がこの範閣内に

入ってはいけない境界を示したもので，国鉄では軌道の中心を

基準として図ーl の ように規定している。線路が曲線でその幽線

半径が 800 m よ り小さい場合には，通過する車両の備僑(へん

い)を考慮して建築限界の幅を各側に，つぎの寸法W(mm) だ

けんちくげん

け鉱大する こととしている。

22.2円n
w=一言一 式中 Rは酬半径 (m) 。

この鉱大寸法 l 建築限界(単位 mm)

は緩和i白線があ

る場合はその会 」一一一ー 円相一一-J Ch4Z4岬
長で逓減し，も

し緩和曲線長が

17m未満である

か，腹心 Itll線(半

径のNなる同方

向の幽線が後続

しているもの)

の総合には前者

の場合は円曲線

の端から，後者

の場合は半径の

小さい ill!線端か

ら半径の大き L ・ 1 
S>I 

曲線の fll!Jに 17m 習さ日
の長さ で， それ 、小

ぞれ逓減するこ

ととしている。

路道においては

百ÎJ~建築限界の 一一一一 一恨の喝合に対する剛体
一ーー一一 集積電車臨に依句竜 ~lj!.l: t むす区聞に M ‘ τ製烈電車臨品

ほかに電灯 ・ 電 話自?諮?EL24日時;il!日官民間i計三
線等の支持物を :ARttE?自認すEE?寺Tf222:品22zr

て必要ある嶋合 1 : 1.1B\'以て示す臥It までニれそ位大す
添加したり，線 る同げ 1

ーー-- *J刷局.且ぴ荷物繍勿鳩に対する限界
路工手らが列車一一- m\!' I!IIl:4óO'叶閣の隆副岬揖に附る限界

守ーー-ー一一 撞将ポイント畠に対する限界

を避けるための 一一..概括滋32tat-2412開iitA2料認の
.:!.!. ~_ __ tt倫. Îf{隊の門路且びその円郷の1II置並ぴt:似聞に睦勺

余絡を考えて， 物肌却 1:窓のま住に対する限界
冊凪且ぴ 11拘列車のみの舟'する本岨DI: おいてI!!l'電車線

図ー2の ように臣室 割.m~ 闘において柵内照明会T間断固鵬以上筒に
建つる場合に対ずる鎖界 [本限界11既E停車場に"いてー敏

道限界 k もいう の場合に付す る磁界に依るこ岬・'tóm!' 喝舎に限。これ
lす }

べき建築限界外 二二ニ 7:;:空ffAJ:訴に附ゐ限界
の余俗をきめて =ー三二;
いる。この余裕 4ト骨叶← c

は築造する隠送に特殊i新聞を用い電灯 ・ 電線等の添加その他に

さしっかえのない場合には必ずしも図ー2 のように余絡を要せ

ず， たとえば角形断面で上部に前記の添加に，十分な余裕があ

るときには，傾に対する余硲は縮小できる。

車両については現在のとこ ろ 事車両限界が制定されていて，

車両の大き呑はすべてこの範囲内に収めなければならない。

建築限界はその外側(車両限界との間)に，車両を運転させる

ために必要な余裕を保持した寸法になっている。 B重道が土圧で

変形を生じた場合には一時的にこれを抑えておくため，鉄材支

保工等を用いることがあるが，この場合鉄材等が一時的に建築

限界をおかす場合は，列車を徐行させる等動機を少なく して特

別の承認‘を与えることがある。

つぎに建築限界に関する概略を付図により説明する。

一般の場合に対する限界で， 軌条函から 920 mm 以上の側面

慨は，来客が顔や手を出す峨合を考慮して車両限界に対し，各

側 400 mm ずつの余裕があり，それ以下の部分の簡は車両の動

揺，軌条の狂い等を考慮して，各側 75mm の余裕をとっている。

高さについては車両限界から 200 mm の余裕をとり，上部の形

は円形となっている。下部の軌条函との隙間および傾は転徽禄

(てんてっき)(とくに乗越転撤総)，踏切等軌道およびその付近

一- 465 一一




